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◇ご連絡事項◇
1．本年のスローガンは「キリストのクオリア」です。ただキリストを求め、この魅力あるお方に触れる時

の内的な感覚を味わいましょう。

2．The Way of The Spirit の学びは主日午前 10：00 からチャペルで行われております。新しいセク

ション（Part4）に入ります。祝福されますように。

3．今年はDr.Luke のメッセージの回数を減らし、兄弟姉妹たちに任せる機会を増やしていきたいと

考えています。私たちは皆祭司であり、預言者であり、主は一人ひとりを通して語られるのです。そ

の具体的実行に入りたいと思います。

4．チャペルが十分に活用されておりませんので、ご自由に用いてください。学び会やお茶の会や祈

り会を自由に企画してみてください。チャペルはDr.Luke のものではありません。主と兄弟姉妹のも

のなのですから。

キングダム・フェロシップ・チャーチ

週 報

2009.04.12

恐れ
今週、Dr.Luke のメッセージはお休みです。

「恐れ」という言葉は、新改訳の聖書に 599 回出てきます。「愛」はほぼ同じ 596 回であり、「恐れ」

は「愛」とともに信仰の根幹を成す言葉といえるでしょう。

恐れには恐怖や不安というネガティブな感覚と、畏怖するという感覚があります。モーセが、燃える

柴の中の主と出会ったときに恐れを抱きましたが（出 3：6）、まさに恐怖と畏怖の両方を感じていた

ことでしょう。

現代の世界の中心は人間であり、先進国においては神の存在は表には出てきません。また科学

技術の恩恵を多く受け、自然界のなぞが解明されているように見えます。このような時代では、

人々が畏れの感覚を抱く機会はほとんどないでしょう。しかしクリスチャンにとって、主に対する恐

れは信仰の基礎です（箴言 9：10、伝 12：13）。主に対してあまり恐れを抱かないクリスチャンは、自

己中心の信仰に陥る危険性を持っています。主を恐れるとは何なのか、祈って考えて見ましょう。

参考箇所：詩編34章、ルカ22章39-45
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◇ローカル・フェロシップ◇
地域ごとに交わりの場が与えられています。家庭集会はリラックスした中で、親密な交わりができる場

です。お互いの問題を交わり、祈り合い、励まし合い、建て上げる場として主が豊かに油塗って下さ

います。それぞれが導きを受け、自分にふさわしい場を得られますように。また新しいローカル・フェ

ロシップを始めたいという導きのある方は遠慮なくお申し出下さい。豊かなアノイントを祈ります。なお

名称はそれぞれで愛称をつけてください。

■ チャペル・フェロシップ 祈りの会 随時

■ 各地のフェロシップ

■ 学び会：The Way of the Spirit 主日午前 10：00- 場所：チャペル

◇ 祈りの課題 ◇
■ KFC のために

・ 外なる御言葉と内なる御霊による歩みが今後ますます必要になります。世も教会も闇が覆って

いますが、主のためにうめくレムナントを主は求めています。

・ 家族の救いと回復のため。特に互いの和解のため。

・ 新しいチャペルのために（飛躍の前に洗練され、かがむ必要があります）

・ 新しい働きのための必要の満たしと、具体的導きのために

・ KFC のメンバーと家族の健康や生活が支えられ、祝福と恵みがさらに増し加わるように。傷病に

あるメンバーの癒しのために。

・ 各ローカル・フェロシップや諸々の奉仕・働きが油塗られ、祝されるように。

・ パスターと家族の健康が支えられ、主の守りがあり、メッセージやカレッジのためのいっさいの必要

が満たされ、キリストの豊かな油注ぎと油塗りがあるように。

・ 教会の事務、長老や執事の重荷を負って下さる方が与えられるように。

■ 日本や世界のために

・ アメリカの新大統領オバマのため：彼が真に主を畏れる人物であるように。

・ 世界と日本の経済状況のために：現在の経済は瀬戸際にあります。主の介入を祈りましょう。

・ 日本の霊的状態のために。神道回帰などの形で、これまでの揺り戻しが起きてきます。

・ 青少年の霊的健全さのために。混乱の世において教会が防波堤となれるように。

・ 地震や津波などの天災での被害者のために。

・ 日本の政治家のために。今後ますますニッポンは混乱し、欺瞞によるなし崩し的動きが顕著にな

っています。主の義がなされ、主の御手の介入があるように。

・ 日本のキリスト教界に閉じ込められた兄弟姉妹のために。今年は「宮清め」の年です。多くの兄

弟姉妹が傷つき、つまづくことでしょう。諸々の自己を動機とする偽りの教えやムーヴメントからただ

キリストに回帰し、まことの信仰による真理と霊による礼拝の回復がなされるように。

・ 中東の混乱に対して。この苦難の中でユダヤ人が悔い改め、またイスラムの人もイエスを知る

ことができるように。イスラエルとアメリカがこれ以上の欺瞞を続けないように。


